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１ はじめに 

 富里市における地下水汚染問題及び地盤沈下の問題の検討にあたり，この地域の地層の情報を整理し透水

層の区分及び連続性を把握するため，深度約 120m 程度の地質断面図が作成された１）。その中のボーリング

コア（Tms-C-K-1 コア）を基準にし，富里市に分布する透水層を５つに分けた（表１，図１, ２）１）。 
本報告では，これら透水層のうち富里市第一透水層と富里市第五透水層について，年間の地下水位変動を

把握するため，観測井に自記水位計を設置し記録した結果を報告する。 
 
２ 水文地質単元（透水層の区分）と観測井 

Tms-C-K-1 コアを基準にした透水層の区分とその下端標高と上端標高を表１に示した。 
富里市第一透水層の地下水位については Tms-M-1 地点にある観測井 2 本を利用し，透水層上部にスクリ

ーン（図２：Ⅰ）を持つ観測井，透水層下部にスクリーン（図２：Ⅱ）を持つ観測井のそれぞれに自記水位

計を設置した。また，富里市第五透水層の地下水位については Tms-Tk-01 地点の観測井に自記水位計を設

置した（図２：Ⅲ）。 
 

 
図１ 柱状図位置図と地質断面図を作成した断面線 
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表１：Tms-C-K-1 コアによる透水層の出現標高１） 

 
 

 
図２ 富里市における地質断面図と地下水位連続観測の層準（Ⅰ〜Ⅲ） 

  吉田ほか３）加筆修正 
 

 
３ 結果 

地下水位の測定期間は 2019 年 1 月〜2021 年 3 月（欠測あり）であり，各日の正午の値を図３に示した。

また，調査地の西方に位置する気象庁アメダス（佐倉）の日雨量を併せて載せた（図３）。2019 年 9 月から

10 月の多量の降雨は，令和元年房総半島台風・東日本台風・10 月 25 日の大雨の記録である。 
富里市第一透水層の上部（Ⅰ）の地下水位は，水位標高 30.9 m〜33.6 m であった。2019 年 5 月に低水位

を示し，2019 年 12 月に最高水位を示した。2020 年 5 月の水位は，2019 年 5 月の水位よりも 1.5m 程度高

かった。 
富里市第一透水層の下部（Ⅱ）の地下水位は，水位標高 24.0 m〜26.0 m であった。2019 年 7 月に低水位

を示し，2019 年 12 月に最高水位を示した。 
富里市第五透水層（Ⅲ）の地下水位は，水位標高 22.0 m〜26.0 m であった。2019 年 8 月と 2020 年 8 月

に低水位を示し，2020 年 7 月に最高水位を示した。最も水位低下した 2019 年 8 月よりも 2020 年 8 月の水

位低下時は 1 m 程度高い水位を示した。 
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図３ 富里市第一透水層（Ⅰ・Ⅱ）と富里市第五透水層の地下水位変動とアメダス（佐倉）の日雨量 
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